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はじめ に  

日常の と畜検 査におい て、牛 の肝臓 腫瘍に遭 遇する 機会は 少な く、 肝臓を 原発と する 腫

瘍 が多 臓 器 に転移 を する 症例 は稀 で ある[1]。 今回 、 一 般畜と して 搬 入され た 牛 にお い て 、

肺及び 消化管 への転移 を伴う 胆管細 胞癌に遭 遇した ので報 告す る。  

 

材料及 び方法  

１ 材 料  

 令和 3 年に管内 と畜 場に一 般畜と して 搬入 された 牛（ 黒毛和 種 、雌、155 か月）の 肝臓 、

肺、小 腸の腫 瘤を材料 とした 。  

 

２ 方 法  

 検 体は す べ てマ イ ル ド ホル ム １ ０N（ 富 士 フ イル ム 和 光純 薬 ） で 固定 後 、 定法 に 従 っ て

パ ラ フィ ン 包埋 切 片 を 作製 した。 染 色 は ヘマ ト キ シリ ン ・ エオ ジ ン 染色 （以 下 HE）、渡

辺鍍銀 染色、マッソン・トリクローム 染色、グリメ リウス 染色 、PAS 染 色を行った 。免 疫

組 織 化学 は 、酵 素 標 識 ポリ マー法 に よ り 、一 次 抗 体と し て 抗サ イ ト ケラ チン （以 下 CK）

抗体（AE1/AE3、ニチレイ）、抗 CK７ 抗体（ ニチレ イ）、抗 CK19 抗体（Dako）、抗 CK20

抗 体 (ニ チ レ イ)、 抗 へ パ トサ イ ト 抗 体 （Dako）、 抗 シ ナ プ ト フ ィジ ン 抗 体 （SY38,Dako）、

抗クロ モグラ ニン A 抗 体（Dako） を使 用し た。  

 

成績 

１ 肉 眼所見  

 肝臓 は軽度 に腫大し 、表面 に硬結 感のある 黄白色 の腫瘤が散 見さ れた。 横隔面 中央 部に

ある最 大腫瘤 は小児頭 大で、中 心部 に癌臍 様 の構造 を認め た。腫 瘤 割面は 黄白色 調不整で 、

正常部 位との 境界は不 明瞭で あった（図 １）。肺では 硬結感 のあ る黄 白色調 拇指頭 大の結節

が左右 全葉に 散見され た（図 ２）。 また小 腸 では数 か所で 壁の肥厚 を認め た（図 ３）。 小 腸

図 １ 肝 臓 腫 瘤 （ 右 は 割 面 ）  図 ２ 肺 の 結 節 性 病 変  図 ３ 小 腸 壁 の 肥 厚  



病変の 割面は 硬結感を 有し、黄 白色調 であ っ た。リン パ節は 肝リ ンパ節、腸間膜リ ンパ 節 、

胸骨下 リンパ 節で腫大 が認め られた 。  

 

２ 組 織所見  

 肝臓 病変の 腫瘍細胞 は小島 状に増 殖し、豊富な結合組織で区 画さ れてい た（図 4）。また

一部腫 瘍細胞 は結合組 織を伴 わず小 集簇を作 り浸潤 性に増 殖す る部 位も見 られた 。腫 瘤を

構成す る細胞 は立方ま たは円 柱状で 、細胞 質 は弱好 酸性、核は淡 明 で数個 の核小 体を持ち 、

一 部 で は 核 分 裂 像 も 認 め ら れ た 。 そ の 他 の 組 織 で も 同 様 の 所 見 を 認 め た 。 特 殊 染 色 で は

PAS 反 応陰 性、グリ メ リウス 染色陰 性 、渡辺 鍍銀染 色では 腫瘍 細胞 を小島 状に取 り囲 む細

網線維 を認め た。免疫 組織化 学では CK(AE1,AE3)陽性（図 5）、 CK７陽性 、CK19 陰 性 、

CK20 陰性 、へ パトサ イト陰 性、シナプトフ ィジン 陰性、クロ モグ ラニン A 陰性 であった 。 

 

 

 

３ 考 察  

 

 本症 例では 、最大腫 瘤を肝 臓に認 めた こと から肝 臓原発 腫瘍の全 身性転 移と考 えら れた 。

肉眼所 見から 胆管細胞 癌を疑 ったが [9]、肺や 小腸病 変より 腺癌 、神 経内分 泌腫瘍 を考 慮し

精査し た。神 経内分泌 腫瘍に 関して はグリメ リウス 染色陰 性、 シナ プトフ ィジン 陰性 、ク

ロモグ ラニン A 陰 性の 結果か ら否定 した。ま た肺や 小腸の 病変 が管 状腺腔 構造、乳頭状 構

造をと らず、 加えて PAS 反応陰性の 結果よ り腺癌 を否定 した[9]。肝臓 原発腫 瘍の鑑別 に

は抗 CK７ 抗体、抗 CK19 抗体、抗 CK20 抗体 、及び抗へパ トサイ ト 抗体の 有用性 が示 され

ている[2,4-7,11]。本 症例 では CK7、 へパ トサ イト陰性 の 結果 か ら肝 細胞癌を 否 定し た 。

胆管細 胞癌は 過去の報 告によ ると CK7 陽性 、へパト サイト 陰性 であ ること が報告 され てお

り、本症例は組織像 と 免疫組 織化学 によ り胆管細胞癌であ ると 診断した。今 回、CK19、CK20

に関し ては陰 性となり これま での報 告とは異 なる結 果が得 られ た。 しかし 胆管細 胞癌 のす

べての ケース で CK7、CK19、CK20 に陽性で あると いう報 告は 少な く[3-5]、その原因に つ

いて様 々な可 能性が示 唆され ている [3]。今後 さらに 多くの 症例 につ いて免 疫組織 学的 検索

を試み 、牛の 肝臓腫瘍 に対す る CK の 有効 性について探求した い。 

 

図 ４  肝 臓 の 腫 瘍 細 胞 は 結 合 組 織

に 囲 ま れ 小 島 状 に 増 殖 し て い た 。  

図 ５  肝 臓 の 腫 瘍 細 胞 は CK

（ AE1,AE3） 陽 性 で あ っ た 。  
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